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   Benign nonepithelial tumor of the urinary bladder is very rare. We experienced a case 
of a 33-year-old woman who complained of total urinary retention. Vaginal examination 
revealed a hen's egg sized retrovesical tumor. IVP revealed a filling defect on the cystogram. 
Cystoscopy revealed protrusion of left side of the bladder neck and intact mucosa. Trans-
vaginal needle biopsy of the tumor was done, and pathohistological diagnosis of the tumor 
was done, and pathohistological diagnosis of the specimen was leiomyoma. The tumor was 
intramural type and was resected. It was  5.  5 x 5 x 5 cm in size, weighed 80 g, and pathohi-
stological diagnosis was leiomyoma of the urinary bladder. Fiftyseven cases of leiomyoma 
of the urinary bladder including this case have been reported in Japan. 
   No special method of diagnosing leiomyoma of the urinary bladder exists, but in some 
cases, needlebiopsy is very effective. 
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よ うに な った.同7月27日 よ り尿 閉 の状 態 とな り,近
医 受 診.導 尿 を うけ,約900mlの 尿 を 排 出 した ・ 同
医 で,抗 生 物 質,ワ ゴス チ グ ミ ン注,ウ ブ レチ ッ ドな
ど,投 薬 を受 け た が 軽 快 せ ず,当 科 を 紹 介 され た.な
お,当 科 受 診 ま で,同 医 で1日1回 導 尿 を 受 け て い
た.
現 症:導 尿 後 の 腹 部 触 診 で は,腹 部 は 柔 か く,は っ
き りした 腫 瘤 は 触 知 しな い.膣 内 診 に て,外 尿 道 口 よ
り4cmぐ らい よ り始 ま る,尿 道 を と り囲 む よ うな,
鶏 卵 大,表 面 平 滑 な 比 較 的 柔 か い 腫 瘤 を 触 知 す る.バ
ル ン カ テ ーテ ル 挿 入 は,ス ム ーズ で あ った.以 上 よ り,
膀 胱 後 部 腫 瘍 の疑 い に て,バ ル ン カ テ ー テル 留 置 の う
え,8月5日 入 院 とな った.
入 院 時 検 査 成 績=
尿 所 見:肉 眼 的 血 尿(一),蛋 白(一),糖(一),
赤 血 球15/毎視 野,白 血 球 無 数,尿 培 養 に てE.Coli
を 認 め る.(バ ル ン カテ ー テル 留 置 中)
血 液 所 見:RBc473×10`1mm3,10.59/d1,Ht
33,5%wBc6,500/mm3,Plat.27.7×104/mm3,出





86mg/d1,血清 総 蛋 白7.79/dl,AIGl.59,cRP
(一),赤沈1時 間 値10mm,2時 間 値28mm
PSP試 験:正 常
胸 部x線 写 真,心 電 図:異 常 を認 め な い.
膀 胱 鏡 所 見=膀 胱 頸 部 左側 が,さ な が ら前 立腺 肥 大
症 の よ うに,膀 胱 腔 内に 突 出.一 部 にVilliformation
を 認 め る.表 面 の粘 膜 は正 常 の よ うに 思わ れ る。 また,
左 尿 管 口は確 認 不 能,右 尿 管 口は,や や 中央 に偏 位 し
て い る(Fig.1).
X線 検 査 成 績=排 泄 性 腎孟 造 影 で は,上 部 尿路 に は
異 常 を認 め な いが,膀 胱 像 は,腫 瘍 に よる圧 排 像 を 認
め る(Fig.2).膀胱 造 影 で も,膀胱 底 部 中央 よ り左 側
に か け て の陰 影 欠 損 を 認 め る(Fig・3).CTでは,膀
胱 を下 後 方 よ り圧 迫 す る 境 界鮮 明 で,子 宮 よ り や や
Iowdensityの内容 均 一 tgmassを認 め る.
以 上 よ り,膀 胱 後 部 腫 瘍 の診 断 に て,8月10日,腰
麻 下 に,経 尿 道 的 生 検,経 膣 的 針 生 検 を お こな った.
経 尿 道 的 生 検 で は,腫 瘍 組 織 を 得 られ ず,　 chronic
cystitis"の診 断 で あ った が,経 膣 的 針 生 検 で は,"1ei-
omyoma"の診 断 を 得 た た め,膀 胱 後 部 平 滑 筋腫 の 診
断 に て,8月31日,全 麻 下 に 手 術 施 行 した.
手 術 所 見:腹 部 正 中 切 開 に て,腹 膜 を 開 き,腹 腔 内
西村 ・ほか 女子膀胱平滑筋腫 ・尿閉 47
より触診 した ところ,腫瘍は膀胱後壁に存在 し,膀胱
と一塊になっていた.vesicovaginalspaceは,容易
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